
ねらい

泌尿器科領域における尿路、副腎、男性性器の病態に関連した検査および診断、治療法を理解し、臨床に関する知識を習得する。

学修目標

１． 尿路結石症の成因、症状、診断、合併症、治療法および再発予防について説明できる。(Ⅱ-5，Ⅱ-6，Ⅱ-11）

２． 尿路・性器外傷を列挙し、症状、診断、治療とくに初期治療と後遺症について説明できる。（Ⅱ-5，Ⅱ-6，Ⅱ-7）

３． 外科的副腎疾患をあげ、その病態、診断、治療について説明できる。（Ⅱ-5，Ⅱ-6）

４． 女性泌尿器科学の病態、診断、治療法について説明できる。（Ⅱ-5，Ⅱ-6）

５． 神経泌尿器科学の病態、診断、治療法について説明できる。（Ⅱ-1，Ⅱ-5，Ⅱ-6）

６． 尿路、性器に発生する腫瘍について、症状、診断、治療を説明できる。（Ⅱ-1，Ⅱ-5，Ⅱ-6）

７． 器質的排尿障害について、原因疾患と治療法を説明できる。（Ⅱ-1，Ⅱ-5，Ⅱ-6）

８． 尿路性器感染症について、病態、診断、治療法を説明できる。（Ⅱ-5，Ⅱ-6，Ⅱ-10）

９． 小児泌尿器科疾患の病態、診断、治療方法について説明できる。（Ⅱ-1，Ⅱ-2，Ⅱ-5，Ⅱ-6）

事前事後学習の方法

１． 教育要項に記載されている授業項目について、参考書などで事前に予習しておくこと。

２． 配布された講義テキストを熟読して講義内容の復習をすること。

成績評価方法・基準

１． 講義への3分の2以上の出席及び小テスト、復習テストは必須。

２． 小テスト、復習テストの結果を基に総合的に判断する。

○ 教　科　書

○ 参　考　書

Campbell-Walsh,Urology 12th ed. ( Elsevier Saunders 2021 )

吉田修　編　「ベッドサイド泌尿器科学（診断・治療編）　改訂第4版」　（南江堂）

泌尿器科学各論

担当責任者　教授 （泌尿器科学）　柏木　英志　　

【Urology】

　　 講義：２２０５講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.4.2 水 5・6 整形外科総論、検査・診断・治療(レポート提出) PS 2 5 1〜5 酒井　昭典

4.9 水 5・6 スポーツ整形外科(小テスト) PS 2 5 1〜5 鈴木　仁士

4.16 水 5・6 関節リウマチとその外科的治療(小テスト) PS 2 5 1〜5 川﨑　展

4.23 水 5・6
整形外科の基礎科学(骨・軟骨・筋・神経)(レポート提
出)

PS 2 5 1 酒井　昭典

4.30 水 5・6 高齢者の運動器疾患(小テスト) PS 2 5 1〜5 塚本　学

5.7 水 5・6 脊椎疾患の診断と治療(小テスト) PS 2 5 1〜5 中村　英一郎

5.14 水 5・6 骨軟部腫瘍(小テスト) PS 2 5 1〜5 鈴木　仁士

5.21 水 5・6 整形外科外傷(小テスト) PS 2 5 1〜5 善家　雄吉

5.28 水 5・6 上肢の疾患(小テスト) PS 2 5 1〜5 山中　芳亮

6.4 水 5・6 下肢の疾患、先天異常(小テスト) PS 2 5 1〜5 鈴木　仁士

6.11 水 5・6 骨関節感染炎症性疾患(小テスト) PS 2 5 1〜5 真野 洋佑

6.18 水 5・6 脊椎の外傷（小テスト） PS 2 5 1〜5 　　　　　佐保 　明

6.25 水 5・6 スポーツ傷害と整形外科(小テスト) PS 2 5 1〜5 内田　宗志

7.2 水 5・6 加齢に伴う腰椎疾患(小テスト) PS 2 5 1〜5 山田　晋司

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者
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ねらい

１． 眼の解剖学的および生理学的知識を習得する。

２． 眼機能の基礎的知識、検査法を習得する。

３． 眼機能の異常についての総論的知識を習得する。

４． 眼疾患の治療についての総論的知識を習得する。

５． 前眼部および眼付属器疾患の診断、治療、予防を習得する。

６． 水晶体、硝子体の疾患の診断、治療、予防を習得する。

７． ぶどう膜疾患、眼底疾患の診断、治療、予防を習得する。

８． 神経眼科的疾患の診断、治療、予防を習得する。

９． 全身疾患における眼病変の診断、治療、予防を習得する。

１０． 職業性眼疾患の診断、治療、予防を習得する。

学修目標

１． 眼機能および眼機能異常について説明できる。（Ⅱ-1, Ⅱ-5, Ⅱ-6）

２． 眼科一般検査法と診察の順序について説明できる。（Ⅱ-6）

３． 眼科特殊検査の意義と重要性について説明できる。（Ⅱ-6）

４． 結膜疾患、眼瞼疾患、涙器疾患の診断、治療、予防が説明できる。（Ⅱ-6, Ⅱ-11）

５． 角膜疾患、白内障、緑内障、ぶどう膜疾患の診断、治療、予防が説明できる。（Ⅱ-6, Ⅱ-11）

６． 網膜疾患、視神経疾患、眼筋麻痺の診断、治療、予防が説明できる。（Ⅱ-6, Ⅱ-11）

７． 糖尿病、高血圧、膠原病における眼病変の診断、治療、予防が説明できる。（Ⅱ-1, Ⅱ-5, Ⅱ-6, Ⅱ-11）

８． 職業性眼疾患の診断、治療、予防が説明できる。（Ⅱ-6, Ⅱ-8, Ⅱ-11）

事前事後学習の方法

１． 授業項目に基づき、参考書であらかじめ自習を行う。

２． 授業で配布された資料をもとに復習する。復習課題やテスト復習をノートにまとめること。

成績評価方法・基準

１． 復習テスト(約7割)、理解度チェックのための小テスト(約3割)の結果を基に課題ノート提出状況等を加味し、

総合的に判断する。

２． 100点満点換算で、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

○ 教　科　書

特に指定しない。

○ 参　考　書

中澤 満ら編集　「標準眼科学」　第14版　2018年　（医学書院）

所　敬　監修、吉田晃敏、谷原秀信　編集　「現代の眼科学」　第13版　2018年　（金原出版）

　

眼科学

担当責任者　教授 （眼科学）　近藤　寛之

【Ophthalmology】

　　 講義： ２２０５ 講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.5.23 金 1・2  泌尿器科的緊急処置 PS 02 09 05 東島　克佳

5.30 金 1・2  泌尿器科腫瘍学　Ⅰ　（腎腫瘍、腎盂・尿管腫瘍） PS 02 09 05 富﨑　一向

6.4 水 1・2  尿路性器感染症　Ⅰ　（UTI、院内感染） PS 02 09 05 松本　正広

小テスト①

6.13 金 1・2  泌尿器科腫瘍学　Ⅱ　（精巣腫瘍、陰茎・尿道腫瘍） PS 02 10 05 城嶋　和真

6.19 木 7・8  小児泌尿器科学　Ⅰ　（発生と異常） PS 02 12 04 高橋　康一　（学外）

6.25 水 1・2  小児泌尿器科学　Ⅱ　（診断と治療） PS 02 12 04 渡邉　舟貴

小テスト②

7.4 金 1・2  泌尿器科腫瘍学　Ⅲ　（前立腺癌） PS 02 10 05 柏木　英志

7.9 水 7・8  腎不全、腎生検、腎移植 PS 02 09 05 生田　弘文（学外）

7.11 金 1・2  下部尿路機能障害　Ⅰ PS 02 09 05 水嶋　唯

小テスト③

7.16 水 1・2  尿路性器感染症　Ⅱ　（STI、抗菌薬） PS 02 09 05 松本　正広

前半復習テスト

7.18 金 5・6  下部尿路機能障害　Ⅱ PS 02 09 05 原田　修治　（学外）

7.23 水 1・2  女性泌尿器科学 PS 02 09 05 木室　里依子

小テスト④

9.1 月 1・2  泌尿器科腫瘍学　Ⅳ　（副腎・後腹膜腫瘍） PS 02 09 05 永田　祐二郎

9.8 月 5・6  尿路性器外傷 PS 02 09 05 寺戸　三千和　（学外）

9.12 金 5・6  器質性排尿障害 PS 02 09 05 赤坂　聡一郎 　（学外）

小テスト⑤

9.19 金 5・6  尿路結石症 PS 02 09 05 松本　博臣（学外）

9.24 水 1・2  泌尿器科腫瘍学　Ⅴ　（膀胱腫瘍、尿路変向術） PS 02 09 05 湊　晶規

小テスト⑥

9.26 金 5・6  性機能障害、男性不妊症 PS 02 10 05 庄　武彦 　（学外）

後半復習テスト

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者
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